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１．はじめに
　まず，昨年度に整理されている，「導入」の３つの
レベルについて確認しておく1）。これは以下のとおり
である。
　①「一時間の授業」の最初の段階
　②「単元」の最初の段階
　③「教科・科目」の最初の段階
　本研究は昨年に引き続き，このような「導入」段階
の授業のうち，②および③の授業プランを高等学校社
会系教科において開発し，「導入学習」のさまざまな
授業のあり方を提起しようとするものである。
　一昨年度（第１年次）は，地理歴史科『地理Ｂ』に
おいて，②の「導入学習」の授業を開発した2）。続い
て昨年度（第２年次）は，地理歴史科『世界史Ａ』に
おいて，③の「導入学習」すなわち「授業開き」の授
業を開発した。小単元「高等学校『世界史』への扉」
における「世界史とは何か？」および「歴史とは何か？」
の授業がそれである3）。そこでは，中学校では体系的
に世界史の内容を学習していないことをふまえて，「世
界史とはどのようなものか」そして「それをどのよう
に学習していくのか」を確認させ，さらに「歴史とは
なにか」ということを考えさせるメタ・ヒストリー学
習を取り入れ，歴史の解釈性・再構成性に気づき，「歴
史への真摯さ」を身につけてその後に展開される学習
に援用しようとするものである。
　これらに続いて，本年度（第３年次）は，公民科『現
代社会』において，③の「導入学習」すなわち「授業
開き」の授業開発を試みたい。

２．現代社会「導入単元」の授業開発の視点
　筆者の勤務校では，現代社会を高校１年で実施して
いる。よって，本稿では中学校公民的分野と現代社会
の橋渡しを行うための導入単元およびその授業開発を
試みる。
　まず，中学校公民的分野と高等学校公民科現代社会
の違いをふまえ，現代社会という科目の特性を明らか
にしておこう4）。
　中学校公民的分野では，現代日本の歩みと私たちの
生活という単元において「高度経済成長から今日まで
の我が国や国際社会の変容について，国民生活と関連
させて理解させる」ことが求められ，私たちの生活と
経済という単元においては「身近な消費生活を中心に
経済活動の意義を理解させるとともに，価格の働きに
着目させて市場経済の基本的な考え方について理解さ
せる」ことが求められている。また，内容の取扱いと
しては，「社会的事象は相互に関連し合っていること
に留意」することが要請され，「『現代日本の発展の過
程』については，科学技術の発展や経済成長を通して
の国民生活の変化，特に衣食住や生活意識の変化に着
目させて理解させるとともに，職業や余暇生活の多様
化，情報化の進展などが社会生活に与えた影響につい
て気付かせること」が要請されている。
　一方現代社会では，内容の取扱いとして「社会的事
象は相互に関連し合っていることに留意し，社会的事
象に対する関心をもって多様な角度から考えさせると
ともに，できるだけ総合的にとらえることができるよ
うにすること。また，生徒が自己の生き方にかかわっ
て主体的に考えるよう学習指導の展開を工夫するこ
と」が求められており，この点で中学校公民的分野の
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ものと非常によく似ていることがわかる。
　さらに「的確な資料に基づいて，社会的事象に対す
る客観的かつ公正なものの見方や考え方を育成すると
ともに，学び方の習得を図ること。その際，統計など
の資料の見方やその意味，情報の検索や処理の仕方，
簡単な社会調査の方法などについて指導するよう留意
すること。また，学習の過程で考えたことや学習の成
果を適切に表現させるよう留意すること」が求められ
ており，この点が中学校公民的分野との違いだと考え
られる。つまり，現代社会という科目においては，具
体的な資料を用い，社会科学の方法論を身につけなが
ら社会的事象を公正にかつ客観的に学んでいくことが
求められているのだと考えられる。
　次に，現代を学ぶとはどういうことなのかについて
考えたい。このことは，以下のようにまとめられるの
ではないだろうか。
　①現代がどのようにできあがってきたのか，歴史

的・通時的に学ぶ。（変化の視点）
　②現代の社会においては何が存在し，どのように成

り立っているのかを学ぶ。（分析の視点）
　③現代に存在する制度やしくみがなぜその地域で受

容されているのかを，共時的に学ぶ。（比較・関
連性の視点）

　④現状から考えて，今後どのようになっていくのか
を考える。（予測の視点）

　⑤現代の社会のありかたは望ましいものなのか，今
後どのように変化させるべきなのかを考える。（価
値判断の視点）

　近年，現代社会への関心や学習意欲を引き出すなど
の目的で，ディベートなどを通じて，⑤を中心とした
授業がよく行われているが，このような価値判断を含
む授業を行う前には，公正にかつ客観的に学ぶという
ことを満たすよう，社会科学の方法論を身につけさせ，
事実判断の部分をしっかりと理解させておかなければ
ならない。よって，導入単元において，この①～④を
まず主眼とし，具体的な事実を用いて考えさせていき，
その上で⑤につなげていくというような型を提示する
ことが必要なのではないか。

３．現代社会「導入単元」の内容構成の視点
　現代社会の導入単元として，すでに地球環境問題，
資源・エネルギー問題，科学技術の発達と生命の問題，
日常生活と宗教や芸術とのかかわり，豊かな生活と福
祉社会などが設定されているが5），このテーマのほと
んどに共通するのは，「現代の消費生活のあり方」で
はなかろうか。主体的に課題を追求することと，相互
関連という視点を重視する場合，これらの事項を「現
代の消費生活のあり方」というひとつのテーマから出
発させて考えさせることで，より相互関連を意識させ
た導入単元を開発することができるのではないか。
　このとき，コンビニエンスストアという題材が思い
浮かぶ。いわゆる「現代社会の諸問題」を考える際に
重要な視点は，現代の消費生活の在り方を考えるとい
うことにあるのではないか。自らの消費生活をとらえ
なおし，そこから地球環境や資源・エネルギーなど世
界規模の問題につなげていくことで，自分とのつなが
りがより明確になるだろう。また，コンビニエンスス
トアを扱うことで，情報化の進展といった科学技術の
発達という視点も加えることができるし，「豊かな生
活」とは何かという問題，さらには現代における幸福
とは何かという倫理的な問題を考えていくことにもつ
ながるだろう。

４．現代社会『導入単元』の授業試案
　現代社会の「導入単元」として開発した小単元「高
等学校『現代社会』への扉～コンビニエンスストアか
ら始める社会科学」は，「現在，コンビニエンススト
アはどうなっており，なぜここまで受容されているの
か。」および「コンビニンスの追及は幸福をもたらす
のか～消費生活のありかたを考える～」から構成され
ている。
　前者は，本稿第２節で提示した現代を学ぶ視点①お
よび②を主眼として構成し，後者は③～⑤を主眼とし
て構成した。
　以下に前者「現在，コンビニエンスストアはどうなっ
ており，なぜここまで受容されているのか。」の授業
試案を教授書の形式で提示する。

導入単元「高等学校『現代社会』への扉～コンビニエンスストアから始める社会科学」授業試案

１．小単元　　高等学校『現代社会』への扉～コンビニエンスストアから始める社会科学
２．小単元の目標
　現代社会は複合要因で成り立っていることを具体的に考えながら，現代社会学習への意欲を高めるとともに，自
らの生活・消費行動から世界規模の問題まで，様々な視点・レヴェルで考えられるようになる。
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３．単元計画（全４時）
　１・２時間目：現在，コンビニエンスストアはどうなっており，なぜここまで受容されているのか。

…学習内容（１）に対応
　３・４時間目：コンビニエンスの追及は幸福をもたらすのか～消費生活のありかたを考える～　　　

…学習内容（２）に対応
４．小単元の学習内容
　（１）コンビニエンスストアを通じて，社会は様々な複合要因によって成り立っており，我々の行動と相互に影

響を及ぼし合っていることを理解する。
　　①消費者の心理をたくみに突いた店舗作り，商品提供を行っており，「便利だ」と思わせる工夫をしている。
　　②社会状況や生活スタイルの変化とコンビニエンスストアは相互に深く関連している。
　　③経営の効率化を進めるにあたって，流通網や情報網を整備してきたことが，コンビニの存立基盤となっている。
　　④コンビニが確立してきた流通網や情報網によって，行政や地域社会とのかかわりかたにも変化が現れている。
　　⑤現代の社会問題とコンビニは深く関連しており，問題を発生させる原因になっている部分がある。
　　⑥コンビニのあり方は，我々が求める消費生活のあり方そのものだとも考えられる。
　（２）コンビニエンスストアを通じて，自らの生活を捉え直し，自分にとって，そして社会全体にとって幸福と

は何かを考えながら，自らの生き方と社会のあり方を主体的に考える。
　　（具体的な内容は次稿にゆずることとする。）
５．小単元の評価規準

６．授業展開過程（資料の番号は，授業配付資料に対応している。）

関心・意欲・態度 現代社会の縮図ともいえるコンビニを通じて，現代社会の成り立ちや仕組みに関心を持ち，社会問題
の解決にむけて主体的かつ具体的に思考する態度を身につけたか。

思 考 ・ 判 断
現代社会は複合要因によって成り立っていることをふまえて，多角的・多面的・具体的に考えること
ができるか。導き出した考えを，自分の生き方や社会のあり方について当てはめ，さらに考究してい
くことができるか。

技 能 ・ 表 現 資料や具体的な事象から，その資料や具体的事象がもつ意味を見いだし，顕在化できるか。

知 識 ・ 理 解 「４．小単元の学習内容」を理解したか。

教師の発問 教 授 ・
学習過程

資
料

生徒から引き出したい知識
・学習内容・思考過程など

導　
　
　
　
　
　
　
　

入

・教科書第１編はどんな内容になってい
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・地球環境問題や資源・エネルギー問題，生命倫理の問
題や宗教・芸術に関するもの，そして高齢社会と福祉
の問題である。

・第１編の内容のほとんどは，我々の生
活に深く関連しているが，一言でまと
めると，どういう点で深く関連してい
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える
Ｔ：説明する

・慣れ親しんだ風習など身近なものから，世界規模の問
題まであるが，自分の生き方と関連しているのではな
いか。

・消費生活のあり方に関わる問題である。
・最も頻繁に利用する店は何か。 Ｔ：発問する

Ｐ：答える
・コンビニエンスストアである。

・なぜコンビニを頻繁に利用する人が多
いのか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・便利だから。欲しい物が手にはいるから。
・24時間営業だから。

・コンビニエンスストアは現代社会に
とって不可欠なもか。自分の生活に欠
かせないものか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・絶対に必要かどうかはわからないが，あったほうがい
いものだ。いや，欠かせない…

・品揃えが豊かで，近くにあることだけが，
「便利さ」を感じる要素なのだろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考える

・他に何か工夫があるのだろうか…

・いつも「便利だから」と意識してコン
ビニに行くのか。他に理由はないだろ
うか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考える

・限定商品があるから。
・何となくコンビニに行くこともあるが…

展　

開　

１

＜ワークシートで作業を行う＞
・入り口の側に雑誌・書籍のコーナーが

あるが，それはなぜだろうか。書店で
はないのになぜ外から一番見えるとこ
ろに置くのか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

１． ・立ち読みがしたくなるように仕向け入店させ，ついで
に何か買わせようとしているのではないか。

・レジが置かれたカウンターはなぜ奥で
はなく入り口に近いところにあるのだ
ろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・防犯のためではないか。
・雑誌コーナーに人がいるだけで防犯につながるのでは

ないか。
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展　
　
　
　
　

開　
　
　
　
　

１

・食料品は通路を挟んで両サイドに配置
されているが，それはなぜだろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・欲しいおにぎりや弁当がなかったとき，後ろを向けば
すぐにパンがあるため，何も買わずに店を出ることが
少なくなるから。

・飲料コーナーに向かって後ろ側には何
があるか。そして，それはなぜそこに
あるのか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・スナック菓子やおつまみのコーナー。
・飲み物を買うと，ついスナック菓子やおつまみが欲し

くなる心理が働くから。
・お弁当とおにぎりのコーナーの側に何

があるだろうか。
Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・サンドウィッチやサラダがある。
・冬なら暖かいお茶など，夏なら冷たいお茶などが置か

れている。
・飲料コーナーが別に設けられているの

に，なぜお弁当とおにぎりのコーナー
のそばに飲料が置かれているのか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・これも同様に，おにぎりを目的に来店した人が，側に
あるお茶につい手が伸びてしまうというような心理を
突いているからだ。

・入り口に最も近い陳列棚の端には何の
コーナーがあるか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・「シーズンエンド」とある。

・シーズンエンド（プロモーションエン
ドともいう）とは何だろうか。

Ｔ：発問する
Ｔ：説明する

・それは店の外からも目に入りやすい入り口すぐの陳列
棚のことを言う。主に季節の商品を陳列し，それをア
ピールすることで入店させてしまうねらいがある。

・以上のことから何が読み取れるか。 Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・消費者の心理をたくみに突いた店舗作りをしているこ
とがわかる。

・「便利だ」と感じさせる工夫をしている。

展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２

・○×問題の答えは全て○なのだが，Ａ
グループの①～③の内容から，何が読
み取れるか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

２． ・1970年代から深夜営業を始めている。
・高度成長期に，生活スタイルが大きく変化したことが

関係しているのだろう。
・④の事実は何を意味しているか。 Ｔ：発問する

Ｐ：答える
・現在ではコンビニが生活に欠かせないものになってき

ているということだ。
・⑤～⑨の事実は，何を意味しているか。 Ｔ：発問する

Ｐ：答える
Ｔ：説明する

・単身者や夫婦共働き，高齢化など，家事労働が比較的
困難な人々が増え，それにコンビニが対応しているの
ではないか。

・生活スタイルが「個室化・孤立化」しても日常生活が
可能になってきている。

・⑩も合わせて，Ａグループの内容から，
何が読み取れるか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・社会状況や生活スタイルの変化とコンビニエンススト
アは相互に深く関連している。

・Ｂグループの①～⑤の事実から，何が
読み取れるか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・コンビニは一大産業に成長している。
・様々な工夫が，小さな店舗でも結構な売り上げがある

ことにつながっている。
・⑥の事実と営業形態には関連性がある

が，それはどんなことか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・深夜に来店する人は少ないだろうが，客単価が高く売
り上げに貢献するため，24時間営業を続けるのだろう。

・⑦，⑧の事実と２の標準店平面図から，
何が読み取れるか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：説明する

・短時間で効率的に購買意欲を高め，商品を買わせる工
夫をこらしている。

・行動経済学の研究成果を駆使している。
・Ｂグループの内容から，何が読み取れ

るか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・消費者心理をたくみに操作して，小さな店舗でも大き
な売り上げを出せるように，経営の効率化が進んでい
ることがわかる。

・Ｃグループの①について，なぜセブン
イレブンが四国にはないのだろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・四国にも多くの消費者が存在するはずなのに，なぜだ
ろうか。

・コンビニ側に何か事情があるのだろうか。
・②について，なぜ店内在庫が少ないの

だろうか。なぜ少なくてもよいのだろ
うか。さらに③のような問題を解消す
るためにはどうすればよいか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・毎日何度も配送車が来て，商品を補給するから。
・配送システムを工夫し，様々な種類の商品を一度に配

送できるようにすべきである。

・セブンイレブンが四国にはない理由は，
特定地域に集中して店舗展開し，輸送
網を確立する「ドミナント戦略」が採
用されているからなのだが，そうする
と，どのようなメリットがあるか。

Ｔ：発問する
Ｔ：説明する

・店舗と配送センターとの距離が短いため，必要に応じ
て効率的に配送を行うことが容易になる。

・このことから，コスト削減を実現し，利益を高めるこ
とにつなげている。

・④，⑤の事実は何を意味しているか。 Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・商品の特性に合わせて配送を工夫することで，鮮度や
おいしさを維持し，消費者の支持を高めることにつな
げている。

・⑥の事実は何を意味しているか。 Ｔ：発問する
Ｔ：説明する

・流通網を確立すれば，それを応用できるビジネスに適
用させ，サービスの充実化をすすめることができる。

・Ｃグループの内容から，何が読み取れ
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：説明する

・「食の安全性」が話題になっているが，安心できる商
品を提供し，コンビニ側と消費者側の両方にとって，
便利でお得な流通システムが構築されている。

・流通網や交通網の整備とコンビニは密接に関わってい
ることがわかる。

・Ｄグループの①について，なぜこのよ
うな情報を記録しておかなければなら
ないのか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・各店舗ごとの客層や売れ筋商品を明確に把握すること
で，より利益を生み出しやすくすることができる。

・新しい店舗をどこにつくるかについての重要な情報も
得ることができるのでは。
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展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２

・②について，なぜこんなにも早くコン
ピュータを導入する必要があったのだ
ろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・大量にある店舗の商品をいつ，どれだけ配送するかを
考えるには，膨大なデータが必要で，それを処理する
ためにコンピュータは欠かせないから。

・支払い時にバーコードを読み取り，客の情報を入力す
ることで，効率的に情報収集ができるから。

・③の事実は何を意味しているか。 Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・夏でも，前日より気温が低くなると，暖かいものが欲
しくなったりする（逆も然り）。

・④～⑥の事実は，何を意味しているか。
天気や気候と自分の行動は，どのよう
に関連しているのだろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える
Ｔ：説明する

・「夏」などの枠組みではなく，体感温度が行動に大き
く影響している。

・Ｄグループの内容から，何が読み取れ
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：説明する

・消費者の情報だけではなく，気象や気候に至るまで，
生活に関わる様々な情報を集めて分析することで，消
費者心理をうまく刺激していることがわかる。

・POS（販売時点情報管理）システムを確立して情報網
を構築している。

・Ｅグループの内容から，何が読み取れ
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・オリジナリティを前面に出すことで，消費者心理に訴
えかけている。

・コンビニはもはや，一般家庭の「冷蔵庫」であり「キッ
チン」でもある。

・「こだわり」が大きな支持を集めるのだ。
・Ｆグループの内容から，主に何が読み

取れるか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・コンビニは金融にも大きな変化をもたらしていること
がわかる。

・店自体のお金の管理にも利用されている。
・具体的な「モノ」ではない電子マネー

が実際に利用されるのはなぜなのだろ
うか。そもそも，「お金」とは何なのだ
ろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考え，答える

・これも「便利だから」なのではないか。
・現時点でセキュリティーが破られたりしていないから

ではないか。
・皆が，「これはお金だ」と思いこんでいるだけなので

はないか。
・Ｇグループの①～③から，何が読み取

れるか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：説明する

・行政に関わる窓口を，コンビニが代行していることが
わかる。

・コンビニが流通網や情報網を確立しているからこそ，
可能になったのだ。

・④の事実は，何を意味しているか。 Ｔ：発問する
Ｔ：説明する

・高度成長が終わり，新たな産業振興を目的として政府
が積極的に働きかけたのだ。

・⑤，⑥が可能となったのはなぜだろう
か。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・郵政民営化によって可能になったのだ。

・⑦は何を意味しているか。 Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・コンビニは地域に密着しているから，さらに地域ネッ
トワークの構築にまで関わるようになった。

・Ｇグループの内容から，何が読み取れ
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・コンビニは，行政の変化にも大きく関わっていること
がわかる。

・Ｈグループの内容から，何が読み取れ
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・コンビニは，人間の心理をついて店内の防犯につとめ
ているだけではなく，その存在が地域の防犯にもつな
がっている。

・Ｉグループの内容から，何が読み取れ
るか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える

・コンビニは食糧問題や環境問題に悪影響を及ぼしてい
る面があり，一方で独自に対策を練っていることがわ
かる。

終　
　
　
　
　

結

・コンビニがもたらす問題の原因は全て
コンビニにあるのだろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考える

・現在のコンビニのあり方を求めたのは，我々消費者で
はないか。

・コンビニエンスストアとは，一体どの
ような存在なのだろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：説明する

・現代の生活スタイルを決定づけるほど，大きな影響を
与える存在である。

・生活環境を変化させる程の影響力をもつ。
・我々が求める消費生活のあり方そのものだとも考えら

れる。
・現状のままで問題はないのだろうか。

自分の消費生活のあり方に問題はない
だろうか。

Ｔ：発問する
Ｐ：考える

・環境問題などにも関連しているから，ほどほどがいい
のかもしれないが…。

・「何でも簡単に手に入る＝幸せ」と本当に言えるのだ
ろうか…。

注）教科書は，伊藤光晴ほか『高校現代社会　新訂版』実教出版を使用している。
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高等学校『現代社会』への扉～コンビニエンスストアからはじめる社会科学

４年　　　組　名前　　　　　　　　　　　　　　
１． 次の図は，一般的なコンビニエンスストアの標準店平面図です。これを見て何に気づくでしょうか。
　（図は，鷲巣力『公共空間としてのコンビニ　進化するシステム24時間365日』朝日新聞出版，2008年，p.154より抜粋）

２． 次の文章は全て○×問題です。考えてみましょう。
　（以下の問題は，前掲書および，吉岡秀子『セブン―イレブンおでん部会　ヒット商品開発の裏側』朝日新書，2007年を参考に作成）
　Ａグループ
　①登場したときから深夜（午後10時以降）営業を行っている。
　②24時間営業を始めたのは，コンビニ誕生直後の1975年である。
　③「セブンイレブン」という名前は，午前７時から午後11時まで営業することからつけられた。
　④首都圏の大学生や独身男女を対象にしたアンケートにおいて，家探しのポイントとしては「近くにコン

ビニがあること」が１位である。
　⑤コンビニが拡がっていった時期と，単独世帯や夫婦のみの世帯が増加した時期とはほぼ一致する。
　⑥家庭やオフィスにおける孤食化を，コンビニが支えている。
　⑦最近では，女性客と中高年層の客の割合が増加してきており，それに合わせた品揃えを考えている店舗

がある。
　⑧高齢社会へ対応するために，コンビニの通路幅は90㎝から120㎝に拡大されてきている。
　⑨ファミリーマートでは，団塊の世代や中高年層に対応するために，「おやじプロジェクト」というチー

ムが結成され，メタボ対策などを考えた商品を開発している。
　⑩「コンビニ敬語」というものが登場している。
　Ｂグループ
　①コンビニ全体の年間売り上げは7.5兆円にもおよび，国家予算のおよそ９％にあたり，防衛関係費や公共

事業関係費よりも多い。
　②毎日，およそ3000万人以上がコンビニを利用する。

＜授業配付資料＞
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　③平均すると，国民一人当たり，一年間におよそ６万円をコンビニで支払っていることになる。
　④平均すると，国民一人当たり，年間で100回ほどコンビニを利用していることになる。
　⑤コンビニ１店舗あたりの売り上げ高の平均は，一日で50万円以上になる。
　⑥昼間よりも深夜のほうが客単価が高い。
　⑦コンビニに滞在する時間は，８割の人が５分以内である。
　⑧野球のベースや陸上のトラック，メリーゴーランドと同様に，左回りに移動できるように入り口や商品

の配置を工夫することが多い。
　Ｃグループ
　①セブンイレブンは四国にはない。
　②コンビニ店内にある在庫は，およそ600万円分くらいで，売り上げの10日分程度しかない。
　③コンビニが登場した当初，配送車は１日あたり70台も来ていて，渋滞の原因になることがあった。
　④コンビニの配送車は特殊な構造になっていて，内部は４つの温度帯（20℃，５℃，－20℃，常温）に分

けられている。
　⑤市場を介さず，野菜の収穫から加工工場まで一定の低温度帯で配送する「コールド・チェーン」という

物流網が形成された。
　⑥大手コンビニは，宅配便の窓口にもなっている。
　Ｄグループ
　①コンビニで商品を購入すると，いつ（When，秒単位で），どの店で（Where），誰が（Who，性別とお

よその年齢），何を（What），いくつ（How many），いくらで（How much）という4W2Hが記録される。
　②商品発注や在庫管理などをコンピュータで管理することを始めたのはセブンイレブンで，パソコンが世

の中に普及するより前の1982年のことである。
　③コンビニの商品には必ずバーコードをつけなければならないから，チロルチョコは20円のものを発売す

ることとなった。
　④商品管理用のコンピュータを見ると，20㎞四方の気象情報（天気，気温（前日差も），降水量，風）が

表示され，この情報は６時間ごとに更新される。
　⑤セブンイレブンにおける商品発注は，天気予報を見ないとできないようにプログラムされている。
　⑥コンビニでは，必ずといっていいほど，８月からおでんを売り始める。
　Ｅグループ
　①平均しておよそ2500種類の商品が置かれている。
　②日用品や調味料に至るまで，独自の商品（プライベート・ブランド商品）を開発している。
　③ローソンは，オリジナル切手を販売している。
　④お弁当やサンドウィッチは，賞味期限とは別に販売期限というものが設定されており，賞味期限よりも

２時間前に撤去する。
　⑤おにぎりやお米を使った弁当を置いているコーナーは温度管理がなされ，20℃に設定されている。
　⑥コンビニ全体で，おにぎりは，一年間におよそ25億個も売れる。
　⑦三角形よりも丸形のほうが小さく見えるので，丸形のおにぎりは売れ行きが伸びにくかったため，丸形

のおにぎりはご飯の量を20％増量していた。
　⑧おにぎりは，空気の含有量まで計算されて整形されている。
　⑨菌の繁殖を抑えるために，真空冷却したごはんを用いておにぎりをつくっていたが，セブンイレブンの

米飯工場では増える菌がいない状態をつくり管理していて，従来は危険だとされてきた高温のご飯を握
ることが可能となった。

　⑩セブンイレブンには「おでん部会」というものがあり，さらに「大根部会」や「練物部会」などに細か
く分けられ，おでんを専門的に研究する会議が開かれる。

　⑪コンビニには，おでん専門のマニュアルがあり，具の配置など細かく指導されている。
　⑫ふつうの食パンなどは冷蔵に向かないので，サンドウィッチ専門のパンを製造している。
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　⑬有名ラーメン店の味を再現したカップ麺を生産するようになったきっかけは，コンビニである。
　⑭節分の日に食べる「恵方巻き」が流行したきっかけは，広島県のセブンイレブンであった。
　Ｆグループ
　①セブンイレブンでは，ほぼ100％の店でATMが設置されている。
　②コンビニでは，カードローンが可能である。
　③店の売上金の多くは，ATMに入れてしまう。
　④コンビニで，生命保険などの保険に加入できる。
　⑤電子マネーが急速に普及し，現金を用いない取引がコンビニでも急速に拡大している。
　⑥レジに並ぶ時間を短縮するために，電子マネー専用のレジが設けられていることがある。
　Ｇグループ
　①一部，税金の納入や保険料の納入ができる。
　②一部地域では，市役所など一定の部署に電話で申し込むと，住民票の受け取りをコンビニでできるよう

になった。
　③図書館の本を返却することができる店舗がある。
　④政府が『コンビニエンス・ストア・マニュアル』を作成したことがある。
　⑤郵便局にコンビニが併設されているところがある。
　⑥郵便局長がコンビニの店長を兼任するものがあらわれ，郵便局のコンビニ化がおきたものがある。
　⑦地域振興や災害支援を目的として，地方自治体をコンビニが提携するケースが増えてきており，県庁内

にコンビニ社員が常駐するようなことが発生している。
　Ｈグループ
　①コンビニで雑誌や本の立ち読みをしてもほとんどとがめられないのは，それが防犯に役立っているとコ

ンビニが考えているからである。
　②コンビニ内の照明は，およそ1000ルクスと，他の小売店に比べて非常に明るい。
　③レジは必ず入り口の近くにある。
　④マニュアルには，「客の入店時には必ず声をかけるように」と指示されている。
　⑤不審者などに出会ったときは，コンビニに逃げ込むように指導する学校が増えてきている。
　⑥2007年度に，児童がコンビニに逃げ込んだり運び込まれたりしたケースは6000件以上におよぶ。
　Ｉグループ
　①毎日１店舗あたりおよそ15キログラムもの食品廃棄物を生み出している。
　②独自の農園をもち，自社製品に使用する材料を独自に生産することが進められている。
　③食品廃棄物を加工して堆肥にし，それを利用して材料を生産することが進められている。
　④長野県議会は，地球温暖化対策条例を可決・施行し，24時間営業の見直しなどについて協議することを

義務づけた。
　⑤ローソンでは，二酸化炭素排出権取引に関連した「カーボン・オフセット」商品を販売している。
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17）西垣通，NTTデータシステム科学研究所編『電
子貨幣論』NTT出版，1999年。

18）野村総合研究所『2010年の流通　水平統合の加速
と垂直統合の時代』東洋経済新報社，2006年。

19）マッテオ・モッテルリーニ『経済は感情で動く』
紀伊國屋書店，2008年。

20）吉岡秀子『セブン-イレブンおでん部会　ヒット
商品開発の裏側』朝日新書，2007年。

21）吉本佳生『スタバではグランデを買え！　価格と
生活の経済学』ダイヤモンド社，2007年。

22）鷲巣力『公共空間としてのコンビニ　進化するシ
ステム24時間365日』朝日新聞出版，2008年。

［注］
１）詳しくは，森才三・小原友行・池野範男・棚橋健

治ほか「高等学校社会系教科における導入学習に関
する授業開発研究（II）―「世界史A」導入単元の
場合―」広島大学学部・附属共同研究機構，『広島
大学学部・附属学校共同研究紀要』第36号，2008年，
p.339を参照願う。

２）和田文雄・小原友行・池野範男・棚橋健治ほか「高
等学校社会系教科における導入学習に関する授業開
発研究（I）―地理Ｂ「日本の大地形」学習指導案―」
広島大学学部・附属共同研究機構，『広島大学学部・
附属学校共同研究紀要』第35号，2007年，pp.443
～ 447。

３）森才三・小原友行・池野範男・棚橋健治ほか「高
等学校社会系教科における導入学習に関する授業開
発研究（II）―「世界史Ａ」導入単元の場合―」広
島大学学部・附属共同研究機構，『広島大学学部・
附属学校共同研究紀要』第36号，2008年，pp.339
～ 348。

４）以下の括弧部は，文部科学省『中学校学習指導要
領』『高等学校学習指導要領』の抜粋である。

５）伊藤光晴ほか『高校現代社会　新訂版』実教出版
等の諸教科書を参照した。

［付記］
　本研究の３年次は下前弘司が担当し，本稿を執筆し
た。

５．おわりに
　今後はさらに，新学習指導要領をふまえ，高等学校
公民科現代社会の特質をより明らかにし，社会科学の
方法論をいかにして生徒に習得させていくかを追究し
ていきたい。その上で，「コンビニエンスの追及は幸
福をもたらすのか～消費生活のありかたを考える～」
という授業を開発していきたい。
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